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本本技技術術のの特特徴徴・・従従来来技技術術ととのの比比較較

用用途途・・応応用用分分野野

研研究究者者特特許許・・論論文文

技技術術のの概概要要

遠遠隔隔ココミミュュニニケケーーシショョンンににおおけけるる雰雰囲囲気気推推定定技技術術

・アミューズメント機器、玩具
・グルーディスカッション支援、アプリ開発
・遠隔対話支援

・本技術は、発話から遠隔対話の雰囲気や盛り上がり度合いを推定することができる
・従来は、キャリブレーションによって個人特性を推定していたが、本技術ではキャリブ
レーションフリーで推定できるため、ロバスト性が高くかつ幅広く応用可能である
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・遠隔コミュニケーションを仮想的な温度空間として捉え、対流に基づく場の温度から
盛り上がりなどの雰囲気を推定

・主観的な場の雰囲気と推定値との一致度は高く、かつリアルタイムに評価できる

【温度】話者、コミュニケーション場（温度空間）、外部環境
【熱量】コミュニケーション場における熱移動量
【熱容量】話者およびコミュニケーション場
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